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保
連
の
2
0
1
2
年
度「
高
額
医
療
交

付
金
交
付
事
業
」の
結
果
が
ま
と
め
ら
れ

た
。一
方
で「
高
額
療
養
費
制
度
」の
見
直
し
が
大

詰
め
を
迎
え
た
。い
ず
れ
も
皆
保
険
を
支
え
る
大

事
な
仕
組
み
が
試
練
を
迎
え
た
現
状
を
教
え
て

く
れ
る
。

“
裾
野
”か
ら
広
が
る
高
額
化

　

交
付
事
業
は
、「
一
般
疾
病
」で
は
レ
セ
プ
ト
1

件
当
た
り
月
額
1
0
0
万
円
超
、「
特
定
疾
病
」は

同
40
万
円
超
を
基
準
に
、当
事
者
所

属
の
組
合
へ
交
付
金
を
支
払
う
。

　

特
定
疾
病
は
①
人
工
透
析
を
受
け

る
慢
性
腎
不
全
②
血
液
分
画
製
剤
を

投
与
さ
れ
る
血
友
病
③
血
液
製
剤
に

起
因
す
る
H
I
V
感
染
等
で
あ
る

（
長
期
高
額
疾
病
者
）。

　

今
回
の
最
高
額
は
、血
友
病
の
月

額
8
4
8
1
万
円
で
、上
位
5
位
の

全
て
が
初
め
て
4
0
0
0
万
円
を

超
え
た
。前
年
度
は
や
は
り
血
友
病

で
1
億
1
5
5
0
万
円
の
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。こ
の
上
位
の
巨
額

に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、む
し
ろ

高
額
医
療
費
の
裾
野
の
広
が
り
に
注
意
し
た
い
。

　

12
年
度（
11
年
11
月
～
12
年
10
月
）は
、総
数

33
万
6
5
3
2
件
に
上
り
、最
近
7
年
で
3
割

増
に
膨
れ
た（
図
参
照
）。こ
の
う
ち
5
0
0
万
円

以
上
は
4
8
0
5
件
、1
0
0
0
万
円
以
上
は

2
5
4
件
と
、い
ず
れ
も「
過
去
最
高
」で
あ
る
。

　

医
療
費
1
0
0
0
万
円
以
上
の
疾
病
は
、先
天

性
疾
患
78
件（
31
%
）、血
友
病
61
件（
24
%
）、循

環
器
系
59
件（
23
%
）、悪
性
腫
瘍
12
件（
5
%
）の

順
だ
っ
た
。

　

血
友
病
の
場
合
は
、出
血
を
止
め
る
血
液
凝
固
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の
注
射
代
が
高
い
も
の
は
1
瓶
40
万
円
台
に
も

上
る
。

共
同
事
業
と

負
担
限
度
額
で
守
る

　

交
付
事
業
は
、各
組
合
に
原
則
0
・
13
％
の「
調

整
保
険
料
」の
拠
出
を
求
め
、う
ち
0
・
1
％
相

当
を
財
源
に
す
る（
同
年
度
8
3
4
億
円
、残
り

0
・
03
％
は
財
政
窮
迫
組
合
へ
の
支
援
金
）。い

わ
ゆ
る「
再
保
険
」的
仕
組
み
で
、被
保
険
者
約

1
5
6
4
万
人
の
連
帯
に
よ
り
個
別
の
組
合
で

は
負
担
が
重
い
医
療
費
を
助
け
合
う
共
同
事
業

で
あ
る
。

　

一
方
、患
者
側
は「
高
額
療
養
費
」制
度
の
適
用

を
受
け
、小
学
校
就
学
後
～
70
歳
未
満
で
通
常
な

ら
3
割
の
一
部
負
担
金（
窓
口
負
担
）が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、医
療
費
の
高
額
化
を
背
景
に
負
担
軽

減
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、厚
労
省
は
社
会
保
障

審
議
会
・
医
療
保
険
部
会
に
見
直
し
案
を
示
し
た
。

最
有
力
案
は
70
歳
未
満（
夫
婦
と
子
1
人
）の
場

合
で
年
収
約
2
1
0
～
3
7
0
万
円
未
満
は
月

額
の
負
担
限
度
額
を
現
在
の
8
万
1
0
0
円〔
負

担
は
医
療
費
に
応
じ
漸
増
し
、8
万
1
0
0
円
＋

（
医
療
費

－

26
万
7
0
0
0
円
）×
1
%
〕か
ら

5
万
7
6
0
0
円
に
引
き
下
げ
。一
方
、上
位
所

得
者
の
年
収
1
1
6
0
万
円
以
上
は
現
行
の
限

度
額
15
万
円
を
25
万
2
6
0
0
円
へ
引
き
上
げ

等
の
細
分
化
で
あ
る（
15
年
1
月
施
行
見
込
み
）。

　

支
払
い
能
力
に
応
じ
、き
め
細
か
な
設
計
に
改

め
る
の
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
。も
ち
ろ
ん
財
源

が
必
要
で
、政
府
・
厚
労
省
は
懸
案
の
70
～
74
歳

の
窓
口
負
担
を
1
割
か
ら
法
律
上
の
2
割
へ
引

き
上
げ
と
の
セ
ッ
ト
で
実
施
を
狙
う（
新
た
に
70

歳
に
な
る
人
々
か
ら
5
年
か
け
て
適
用
）。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、2
割
負
担
に
よ
る
高
齢
者

向
け
支
出
の
減
少
と
高
額
療
養
費
の
拡
充（
最
有

力
案
）を
差
し
引
き
、19
年
度
に
は
全
制
度
で
負

担
減
に
な
る
見
込
み
。た
だ
し
、被
保
険
者
の
収

入
が
全
般
的
に
低
く
、高
額
療
養
費
の
軽
減
対
象

者
が
増
え
る
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

と
市
町
村
国
保
で
は
17
～
18
年
度
ま
で
負
担
増

が
続
く
。

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と

共
同
事
業
の
拡
大

　

協
会
け
ん
ぽ
の
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
健
保

連
の
よ
う
な
細
か
な
高
額
医
療
費
集
計
が
で
き

な
い
、と
い
う
。早
く
足
並
み
を
そ
ろ
え
国
レ
ベ
ル

で
デ
ー
タ
集
積
に
よ
っ
て
薬
剤
、手
術
の
有
効
性

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉
マ
ガ
ジ
ン
」

編
集
長（
毎
月
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

の
是
非
や
適
切
な
使
い
方
を
厳
格
に
吟
味
し
た
い
。

　

現
に「
東
海
自
治
体
病
院
D
P
C
研
究
会
」に

よ
る
と
、胆
の
う
摘
出
後
、感
染
症
防
止
の
抗
生

剤
使
用
は
病
院
間
で
約
3
0
0
0
円
～
約
1
・

1
万
円
の
差
が
あ
り
、「
高
額
な
抗
生
剤
使
用
が

明
ら
か
に
な
っ
た
病
院
は
、そ
の
後
半
年
で
使
用

額
を
半
減
さ
せ
た
」（
10
年
10
月
16
日
付
け
毎
日

新
聞
）。

　

1
件
当
た
り
は
高
額
で
は
な
い
も
の
の
、認
知

症
や
精
神
科
医
療
で
も
薬
物
療
法
の
多
用
が
問

題
視
さ
れ
て
久
し
い
。

　

高
額
医
療
費
の
交
付
事
業
に
つ
い
て
は「
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」で
も「
公
費
を
補
助
し

て
は
ど
う
か
」と
の
意
見
が
出
た
。確
か
に
所
得
の

高
低
や
保
険
者
の
規
模
を
問
わ
な
い
一
律
の
補
助

よ
り
、公
費
の
使
い
方
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

　

保
険
者
間
で
保
険
料
率
の
差
な
ど
の
高
い
壁

が
立
ち
は
だ
か
る
も
の
の
、被
用
者
全
体
が
参
加

す
る
再
保
険
制
度
へ
拡
充
す
る
将
来
像
を
討
議

す
べ
き
時
期
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
か
。保
険
者

の
交
渉
力
で
薬
剤
の
高
額
化
を
抑
え
込
む
た
め

に
も
検
討
に
値
す
る
。


